
　　

北海道移住ドラフト
会議に密着
現在インターネットで公開中！　町のＨPをご覧ください

問い合わせ先 住民企画課　企画係 14 番窓口　☎ 77 － 8374
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　今年 3 月、札幌で行われた「北海道移住ドラフト会議 2022 － 23」。移住者を増やしたい自治体や企業を
球団に、移住希望者を選手に見立て、野球のドラフト会議のように行われます。北海道への関係人口を増や
すユニークな取り組みです。
　津別町は 2018 年のスタート時から出場し、今回で 5 回目の出場。過去にはこのイベントをきっかけに
津別町に移住した方もいる「北海道移住ドラフト会議」の熱い二日間に密着しました。ぜひご覧ください。

この番組は、津別町の今を映像で定期的に発信（月 1 回）す

ることで、町民の町づくりへの参加促進、移住・定住の促進、ふ

るさと納税の拡大を図り、町づくりの記録を残すことで、10 年

後 20 年後の町民への財産とします。完成した映像は、町の Web

サイトや道東テレビ、YouTube 等で公開いたします。また、さ

んさん館、津別病院、道の駅あいおいに設置された「デジタルサ

イネージ（映像看板）」でも視聴することができます。※タウン
ニュースつべつは、ふるさと納税の寄附金により制作しています。

《取材希望企業・飲食店・生産者募集!! 詳しくは役場住民企画課まで》毎月末日
ごろ更新
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安全な通学を願って 危険から身を守るために
折りづる会が交通安全祈願マスコットを寄贈 町防犯協会が防犯ブザーを寄贈

　２月２２日、町内のボランティアグループ・折りづ
る会より手づくりの交通安全祈願マスコットが教育委
員会に寄贈されました。
　児童たちの安全な通学を願うペンギンのマスコット
は、小学校の新一年生全員に贈られます。

　２月２７日、津別町防犯協会から教育委員会に防犯ブ
ザーの寄贈があり、中川孝敏会長と加藤恭男副会長から
近野教育長に手渡されました。
　防犯ブザーの寄贈は、平成１３年から毎年行われ、今
年で２３回目の寄贈となります。

子どもたちに読んでもらうために 地域内エコシステムの構築を図る
おはなしポケットが子どもの本１００冊を寄贈 北海道開発局網走開発建設部北見河川事務所と協定を締結

　３月６日、津別読み聞かせの会「おはなしポケット」から
教育委員会に小学校中学年図書１００冊の寄贈がありまし
た。おはなしポケットは、公益財団法人伊藤忠記念財団よ
り本１００冊の助成を受け、津別の子どもたちに読んでほ
しいとの思いから、教育委員会に寄贈しています。

　３月１０日、北海道開発局網走開発建設部北見河川
事務所と町が地域内エコシステムの推進に関する基本
協定を締結しました。協定書は、発注工事の際に発生
する河川支障木などの建設副産物等を優先的に町に提
供する内容等となっています。地域内エコシステムの
推進に関する協定締結は、全国初の取り組みです。

協定式の様子を YouTube
にて公開しています。
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津別への移住 2 年目にな
る準・新参者。星空や月明
り、雪の結晶に未だに感　　　　　　　
動する道民 8年目。

安部 勇人




